
国立国語研究所学術情報リポジトリ

A proposal for extending the Kanji code

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2017-03-31

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 斎藤, 秀紀, SAITO, Hidenori

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15084/00001097URL



国立圏語研究隣報告83　研究報街集6（19S4）

　　　　　漢字コードの拡張法に対する試案

斎　藤　秀　紀

　1．はじめに

　國二二語研究所（以下國研）では、昭羽124年の「現代新聞の用語の一一一例」

から，昭和59年「高等教科書の語彙調査」にいたるまで，各種の用語用字調

査を行ってきた。三二用字調査の本椥舞勺作業は，紹和28年に行なわれた「婦

人雑誌の胴語」が最初であるが，以後「総合雑誌の用語」，「現代雑誌九十種

㊧用語用字」など，過去4劉の調査が行なわれている。国研におけるコンビ

諏一タの導入は，昭和41年3月に開始される第5次調査「現代新聞の用語用

字」のために計画された。

　設置されたコンピュータは，内部記癒容量20KC，磁気テープ装鐙6台，

ラインプリンタ，紙テープ二幅力装躍，プpaグラム作成用タイプライタを基

本構成とし，漢字データ作成・修正用にオフライン型漢字テレタイプ（漢テ

レ）3台を導入した。これらのシステムは，昭和49年までの8年問，朝日・

読売・毎日新聞朝夕刊3紙1年分，約300万語の用語用字調査を中心に各種

KWIC用例集の作成，二会調査，心理実験のデータ集計に使用された。

　コンピュータの更新は，昭和49年同54年の2團，機種の変更が行なわれ，

昭和60年3月には，臼本電気の大型システム（ACOS－S550）への切り換え

が予定されている。また，高速漢字プリンタ装置についても，昭和50年に第

1号機が導入され，昭和55年に，そして同60年に新コンピュータとともに更

新される予定である。漢字プリンタは，当初漢テレの印刷装概の低速度を補

うものとして導入されたが，汎用漢字処理装羅としての性格を持つ，嶺蒔と

しては雰常をこ三三のあるシステムであった。設置されたシステムは，コンピ

ュータとの性能上の違いから，スタンド・アローン形式をとったが，新機種

ではシステム全体が大型化され，ソフトウェアも研究用に十分耐えられる機

　　　　　　　　　　　　　　　　57



能があるためオンライン処理が主体になる。

　ACOS－S550の性能は，これまでに利用してきた中型コンピェータに比べ

大型であり，多様化する露語研究に十分対応できる能力と機能を持ったシス

テムとなる。

　一方，漢字コードについては，昭和53年に情報交換用漢字符号系共通コー

ドとして「JIS－C6226」コ・一ドが鰯定され，コンピュータ処理用コードの統

一への道が開かれた。ζれとともに，團研の漢字入力装置についても旧型の

漢テレから，JISコードを利用できる新型漢字入力装置への切り換えを併行

して行ってきた。しかし，すでに13年間蓄積保存されてきたデータは，磁気

テープ500巻以上になり，これを同時にJIS＝一ドに変更するためには，コ

ンピュ　一一タの性能から時間・費用の点で無理がある。そのため当面の上覆と

して変換用プログラムによる段階的移行を行う方法をとってきた。当然これ

らのデータ変換は，物理的コード，6bitから8　bitへの変換，　JISコードへ

の文藝対応上の問題，そのほか：本稿で述べる外字表現方法と配列規準が移行

上の重要母屋となる。

　外字処理は，現在の入出力装置の多様化によって対応可能な漢字数も1万

字以上になっており，外字に関する処置もメーカによって基：本的な扱い方が

異ったものとなってる。園圃では，この外字処理の基本を諸橋轍次編「大漢

和辞典」の検字番号に合わせ，約5万字をすべてコード化し理論的に20万字

まで拡張可能にしている。理論コード化法の特微は，部首単位による浮動コ

ー一一 h方式を採用しているところに特徴がある。

　基本的な考え方は，漢テレ盤内字450字分を三単位とし，同一部首内でこ

の数字を越える場合，部首の分割を行うとともに擬似的に部首を増加させ，

康煕辞典の214部首に心し271部首を立てている。しかし，このコード化法

は，初期に導入された漢テレの物理＝一ドと対応する2文字の組合せによっ

て表現しているため，装置の保守，動態保存の限界が，そのまま外字認一ド

利用の限界になる。本稿では，現在までのコンピュータ導入の経過から，国

研コードの外字のあり方，コードブックとして大漢和辞典利用の妥当性の確
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認，新システムに対する基本コード表現方法について試案を述べる。試案は，

一部新システムで実絹化されることを荊提にしているが，可能な限り現行の

外字表現の考え方を踏襲する。これは，新・旧コード間の変換辞書の互換性

を簡単にするため部首配列を基本とする共通インターフェースの設定，他の、

漢和辞書との照合の容易性，コード変換処理の高速化，＝一ドの拡張性と文

字追趣に対応するためのものである。

　試案に対する実用化は，国研全体のコンピュータ利矯者・麟語・瀧字・中

園語の各研究者による横断的な意見の交換が必要であり，慎重な検討が不可

欠である。しかし，衝述の通り漢テレの動態保存が不可能になりつつある現

在，新システムへの移行にはコード変換処理が最重要卿“となる。本稿で述

べる三田は，コードに対する基本的思想の段階に限ったが，可能な限り多数

の研究者から種々の批判を受けることが国研にとって最：も璽要であると考え

たためである。この点からも，昭和60年3月の新コンピュータ切り換えを機

会に，国詰における漢字処理，日本語処理，所内データの蓄積・利用方法の

あるべき姿を基本的な検討二項として位遣付けておくことが，新口研コーmド

体系を考える上で重要である。

　これは長期的な展塾に立った園研コードに対する検討が，今後大型化して

いくであろうコンピュh一一一タに対し，共通に．利用される機械処理用辞書，デー

タベースの利用とN本語処理に適したデータ記録形式の検討など，研究の多

様化に対応する上で巾核になる覇：項であると思われるからである。以下，二

二コpmド，∫IS，　ilG本電気から提供されるJIPSコPtドの問題々こついて比較検

詞を行い新コードに対する試案を示す。

　2．JISコ・一一ドと国研コード

　淡テレは，昭和40年11月に第1号機が導入され，現在もコード変換用テー

ブルの保守に利用するため2台が二二可能な状態にある。しかし，昭和55年

1月に漢字入力装i置（NEAC－N6300－50N）を導入した時点で，実用段階

での役害1は，ほぼ終了したと雷ってよい。また，コード体系もこの特点で完
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全に51Sコ　e一ドを基本とした処理体心に入った。

　JISコードは，昭和53年（1978年）に情報交換用漢字符号系C－6226とし

て，第1版が制定され昭和58年（1983年）に第1回の改正が行なわれている。

JIS　1　一一ド綱定の動機は，これまでに各相ー・カが独自に設定していた漢字コ

ードを異った装麗間でも利用できるよう，共通コードとして互換性を持たぜ，

データ処理の効率化を図る臼的で綱定されたものである。現在では，漢字処

理を行っている大部分の利用者は，このJISコードを使用しているものと思

われるが，長期問のデータ蓄積と各種調査を目的とする軸心では，他機関と

のデーータ変換用としての利用以外に，次のような問題を解決する必要がある。

1）長期的なデータ保存に対するコードの安定性。

2）調査鮒象の拡大と蓄積データの多様化による文字種の増加への澱応。

3）共通データの多様化と漢字圏に対する共通コード化の問題。

4）漢字追加機能と漢字総合辞書への拡張性。

　1）2）については，外字コードに紺する表現方法が重要になるが，現在使用

している国議外字コードの表現は，諸橋轍次編「大漢和辞典」をコードブッ

クとして使用し，各々の漢字に付加されている検字番号を基準にコ・一ド化を

行っている。検字番号とコ・・一ド化の対応は，検字番一号に紺し漢テレ盤内漢字

2文字を組合せ，5桁の10進表示を漢字表現に変えている。漢字2文字で表

現された外字コードは，JIS及び漢テレ盤内字また，単独の外字コードとし

て付加させ，入力データに対するコード変換表としての位置付けを与えてあ

る。この処理は，印字に外字表現用理論コードからJISコ　一一ドへの変換処理

が必須となるための処麗である。しかし，現行の外字表現は，外字コードを

示す◇記号とともに，物理コードの配列順序をもとにしており，理論コ・ua一ド

は装置に依存した体系となっている。また，紺応している漢字も部首漢字と

澱噛していないため，直感的な把握ができにくいなど，コード化の手続きを

鍍雑にしている面が多い。この二つの問題は，漢テレの装遣の耐久度，利用
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可能な状態の保持が，そのままコード体系の利用限界となることを意味する。

特に，検字番号が部薗順配列を基本としているため，物理的なコード体系の

変化とともに部養配列に対する基本配列順序を維持できない問題が生じる。

そのほか，4　byteを漢字1文字に対応させているため，メーカ提供の標準

パッケージの利用ができないなど，プログラム・データの標準化を進める上

で問題が多い。同様にJIS改正による文字の変更と移動，国研独自のコード

体系の持ち方，さらに汎用漢字辞書への文字追加方法などに対する基本的考

え方を持つことが重要である。これは，漢字コードに対するあり方が今後の

国研の三三処理，データの長期蓄積と共通化に大きな影響を与えることにな

るためである。

　2．1　JISコードの問題点

　1983年9月にJISコードが改正され，1978年版に対し84区以後の領域使用

と，294字の字形の変更が行なわれた。字数は第1水準2965字，第2水準

3388字，記号・英数字・罫線など524字分で，旧版に対し4文字増加してい

る。配列順序は，第1水準は代表音調順，策2水準は部1首額，また追加用慮

由領域に約1688字分の予備を残してある。

　改正版では，294宇の字形の変更のほかに従来霞由領域であった＄4区セこ「発，

権，遙，瑞」の4字を追掬し，第2水準の部首願配列の基本性を崩すことに

なった。すでにこの区点に漢竿を配当している利用者に対して問題を残すこ

とになると思われるが，以下，∫ISコードを利用する上での問題点を示す。

　第一の問題は，漢字表の各配列が検字の容易性に重点を羅いた結果，各水

準間に統一配列法を規定できなかった点にある。また，各水準間に連絡情報

がないため，統一配列順序を取り込みにくい環境を作っている。これは，漢

和辞書が使用される部首用漢字が各水準閥に分散され，第1水準に142字分

G，ヂ，内，髭は脱落），第2水準に68字分が配当され，大部分が音訓順に

配列されていることからも明らかである。

　第二の問題は，JISコード試案の段階で指摘されていたことであるが，霞
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由領域に対し利用者登録を許したことにある。JISコード三綱定の基本羅的

は，情報交換の標準化にあったが，結果として交換用コードとしての基本性

と特性を崩すことになった。蝋様に，文字追加方法も利用者の責任において

行なうとしたが，当初漢字配列はある統一思想のもとで決定されたとしても，

長期にわたるコード追加が続く場含，逆に利用者に種々の問題を抱えこませ

ることになった。大部分は肖由領域内における追加文字数の増加によって，

コード配列の統一一性を維持できなくなったことである。また，追加領域不足

に対する対応法も重要な問題となっていた。

　国忌の場食，この問題を避けるため当面第2水準までを利用対象とし，基

本的には新規の文字登録は禁止する。新規に出現した文字は，入力段階で国

譲外字で対応させ，これをもって保存血コードもかねるというものであった。

この方式をとる限り，たとえ∫ISの改正が行われても変換テーブルの一部修

正ですべて対応可能となり，保存ファイルに対する保守が容易になる。さら

に，理論コードとして部首順配列を山歩外字のff一一一理論コードに位1澄付ける

ことによって，漢字の持つ特性をコード変換処理に応薦できることになり，

各種辞書引き処理に対する棊準配列の設定が一元化される。

　しかし，いずれにしても，これらの問題は，JISコード変換表が心乱定で

与えられているために生じたものである。漢字コードを使用する場合，人間

・機械双方ともに検索の容易性が重要である。この操作をJIS漢宇表に対応

させた場合，第1，第2水準の未定義文字は，自由領域を一種のオーバフロ

ー領域として使用することになり，各水準からのリンク情報が含まれていな

い以上，自由領域は独立状態になる。問様に，追加可能な文字数も約1700宇

程度であり，追加文字をすべてこの領域に登録することには無理がある。

　これは，漢字の順序姓を示す理論コードとパターン格納漏出を一致させて

いる限り，勲由領域についてもJISの各領域の問題をそのまま引き継ぐこと

になり，改正版でも結馬この方法に従った形をとっている。固定化コード法

のもとでは，特定コードの間に新たな漢字を挿入登録しようとする場合，現

行では対応不可能である。また，漢字の順序性を維持していくためをこは，コ
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一ド体系の再割当が必要となり，これも現存の規格のもとでは，実現は非常

に困難な問題である。実務的な処理面で生じる問題は，コード変換前と変換

後に処理されたデータの間では，データ保存とデータ交換の点で整合性を欠

いたものとなる。これらは，統一配列順序を保つコードの設定によって，避

けることができるものと思われるが，いずれにしても漢字パターン格納位概

と検字用コーードをmp　一一レベルにおいたために生じたものである。

　コードの圃定化法は，対象となる漢字世界とJIS内で定義される漢字数が

大きく異なる場合，漢字の事前選択と統一配列の維持を難かしいものにして

いる。一例として，大漢和辞典の収容漢宇数約5万字に対し，JISで使用さ

れる字数は7bit　2列を使用している塗り，16000字が利用可能最大字数であ

る。しかもJISコードとして定義されている指導領域は，！～94の区点で示

される8836字分であり，1975年版「情報交換用符号の拡張法C－6228」でも，

複数バイトに対する拡張法は定められていない。、

　以下，この問題に対する解決案を国手で使用している外字表現とコード化

法をもとに，JISへの対慈について試案を述べる。

　現在使用されているコ　一一ド体系は，1byte系，2byte系（JISコード）と

もに，文字とそれに付加されるコ・一・一ドは，一義的に決定され，かつ圃定化さ

れた体系を使用している。この＝一ド化法は，対象となる字母が少なく文字

コ　一一ドの移動がない場合間馴化することはないが，」1Sの範囲を越える外字

表現を対象とし，漢字のように字母が多く時間とともに使絹状態が変化する

場合など，固定化されたコードは問題が少なくない。

　漢字パターンと付加されるコードの管理は，コードブックによって管理さ

れ，検字を容易にするため，漢字配列はある定まった順序に配列されている。

しかし，外字の場合コード設定当初は，漢字配列に対する基本方針が決まっ

ているにもかかわらず，特定コードとコードとの間に挿入が発生した場余，

コード順序の統一性を保つためには，コードの再付加，枝番号指定が必要と

なる。これはコーードの二重化と桁数を増加させ実務上問題が多い。この場合，

JIS表に比べ十分に大きな漢字表を事前に用意できれぽ，表面化することは
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少なくなる。

　例えば，大漢和辞典をコード蓑として使用することによって，検掌番号を

そのまま外字コードとして利用するなどである。また，欝本で最大の収容宇

数を持つ，辞書をコーードブック化することで，コードヅヅク作成労力の軽減

と結果として追加処理を少なくすることが可能となる。同時に，漢字コード

の理論コードと漢字パターーン格納用物理コ・一一一ドの分離を図ることで，外字処

理における辞書側修正を少なくする効果が得られる。この方式によって，入

力コ　一一ドは，原稿に正確に対応するデータ作成とゲタ対応の漢字パターン作

成を分離させることによって，少なくとも外字コー1ごは大漢和辞典の範二三

で弘報交換用として利用する場合従来の方法よりも有利となる。

　検字番号の入力表現は部首表示と相対番号指乱用の2文字で行い，従来の

騨研外字表現と同形式とする。

　　□　欝←　梢対番号旛三文字

　　r　　　　　　　　部首表現文宇

　上記の表現形式によって，外字がどの部首に属するかは，一義的に決定で

き，二三番号についても，簡単な演算で指示可能となる。この処理で部首文

字の順序姓を維持しつつ，：文字指定を行うためには，部酋文字のJISコード

内への登録が必要となるが，84区から94区の11区，そのほか慮由領域内に展

開させることによって，外減ファンクションシフト機能も，部首文字に含ま

せることが可能となる。同時に，この機能は，コンt“ユ　’一タ内での実質的シ

フト機能として，漢字パターンをROMにローF’する選択機能にも利用で

きることになる。

　2。2　国研コードの問題点

　漢テレは，コンピュータ導入と岡田に昭和41年に設概され、以来19年間各

種の調査に使用されてきた。漢テレによる漢字表現は，6　bitを基本として

2列12dkを漢竿1文字に対応させている。これは当時のコンピュータのコ

ード体系に従って設定したものであるが，12bitで表現可能な文字数4096字

　　　　　　　　　　　　　　　　64



に対し2400字分（漢字：2110字）を内部コードとしている。

　しかし，大量の用語用字調査を行う上で，2110宇で表現できない漢字が出

現する可能性があり，これに紺応ずる特殊な漢字表現法が必要になる。この

漢字の表現法を外字または盤外宇と君っているが，国研でes　t一ド化または

解読処理をコードブックによって行ってきた。

　識一ドブックは，大漢和辞典の検字番丹を使用し，◇記号に盤内字2文字

を組合ぜて袈現している。外宇コードに対する基本酌な考え方は，漢テレの

高出現頻度の漢字450字の願序性を利用し，変換表（表1）を使い，部善，

部首内の相対位羅をコード化する。欄晶部首で450字を越える漢字（艸では

2172字）が収容されている場合は，450字を1グルーtプとする擬似的部首を

作り，グループ化された各々の部首は，独立した部首であるように部首用漢

字を別に配妾する。例えば，部首「一」から「繍」にいたる271部酋に対し，

計（0001）8から合（2121）8までの漢字を外字表現用z一一ドとして対応させ，

部首内の位鷹を示す＝一ドは，計（0001）8から力（3051）8までの450字を相

対番号表示用に当てている。このコード化法によって，外宇表現されるコー

ドは，コンピュータで分類した場合，大漢和辞典で定められた部首と隅配列

願になる。以下の例は，外字コードに対する理論コードの与え方を示したも

のである。

　理論コ　一一ドの与え方

　　◇□　□・一部酋内位置表示漢字

　　　／鉱＿部猷示用欝
　　　1
　　　一一　　　一外字蓑示粥記碧

1）各部首の基準弓弩の求め方

　（1）各部首の最初の漢字に付加されている検字番号の下2桁を切り捨てる。

　　また00の場合は100を引く。

　（2）基準番号がグル・・一プ化（部首分割）されている場合，第2グループ以

　　後の奢グループは，先頭番号から1を引く。
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　　　例）グループ先頭字一人偏
　　　　　検　　字　　番　　号　　　　1　　　　344　　751

　　　　　基　　準　　番　　号　　　　0　　　　300　　　750

　（3）一一ZZ首台の最大字数は450とし，これを越える勘合は同一一部首を擬似

　　的に分割する。

2）部首の求め：方

　（1）271部首に配当された漢字を表2から求める。

3）部首内の位置番号の求め方

　　　（検字番号一基準番号）MOD450＝N

　（1）MOD450は，450の鋼余を求めることを示す。

　②剃余が0の場合は，そのグループの最後の文字であることを示す。

　（3）求められたN値を使い，表1から対応する漢字コードを求める。

4）部善のグループ化例

　部首の分割方法は「人」の部を例にとった場合，次のように行なう。検

　字番号の先頭の344「人」から1335の「餓」までの分割例である。

人の部　基準番号

　　　　先頭の検字番号

　　　　最後の検字番号

ee　1　理論コード用漢字表

　　　部首　　　一一　l
　　　　　　　O　　l　　2

　　　　0　　　　計　形
　　　　i　建　見　件
　　　　2　投　東　党
　　　　l　l
　　　　45　カ

300

344

75e

751

1200

1201

1335

対応漢字

毒｝第一一プ

纒｝第・一

難｝第・一

山
8
濃
度
案

二
7
決
土
安

一
6
頭
都
悪

乙
5
芸
電
愛

ノ
4
経
伝
等

・
3
型
県
島

｝略下以｝
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人
9
月
当
以



表2　部首分割山肌漢字（文献2より引翔）

部首グルーープ

（先頭字）

　
　
　
　
　
　
1
2
3
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　1
2
3
4
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
＼
ノ
乙
一
二
由
人
㈱
儂
几
入
八
口
桝
／
几
目
刀
鰯
力
勺
ヒ
に
〔
十
三
P
π
ム
又
隣
鰯
縣
噛
聞
土

字
恥

1
。
携
樋㍗
儲
計
形
型
経
青
頭
決
結
月
愚
見
件
県
警
電
都
熱
度
弾
器
東
党
島
欝
欝
悪
安
案
二
世
位
意
薫
育
引
陰
欝
身

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
玉
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3

グループ先頭

字の通し番号

－
霊
欝
誤
嚥
翻
灘
魏
騰
郷
翻
職
麗
珊
誘
撒
翻
糀
護
毅
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
4
4
4
4

グループの

基準番号

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

O
O
O
O
O
O
5
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
5
G
O

1
1
2
2
2
3
7
2
3
穫
4
5
5
6
7
7
8
2
2
4
5
5
6
6
7
8
8
0
王
2
6
1
5
6
8

　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
4
4
4
4

コード第2字

（襯憎憎

計
声
望
融
雪
等
数
赤
人
計
計
馳
駅
駅
頭
聯
弾
右
爾
図
計
折
州
政
船
製
船
屋
雪
靴
円
電
安
計
計
計
音
声

－
研
9
1
0
6
6
1
2
4
卿
8
6
4
4
1
1
3
6
1
5
5
0
0
6
6
5
0
7
3
7
0
0
4
5
1
8
8
9
3
7
0
9
5
．
7
2
9
5
7
4
3
6
9
0
5
7
1
5
2
7
1
1
1
7
5
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

（中 略）
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5）外字コードの求め方

　以下，「彌」検字番号（751）について計算例を示す。

　（1）部首「人」の部を蓑2から「月」を求める。

　（2）部首内位置

　　　基準番号　　　　　300

　　　計算式　　　　　（751－300）MOD450＝　1（表1から「計」）

　　　求めたコード　　◇月計

　以上，検字番号からの変換方法を示した。国研コード上の問題として，漢

テレのハードウェア上の特性に強く依存しているこ：とはすでに述べたが，問

題と利点を次の各項臼にまとめることができる。

問　題　点

1）検字番号の10進数値を漢字の物eeコ　一一ド順に薄応させているため，外字

　表現に実際に出現した文字との連想関係がない。

2）外字コード表現は漢テレのバーードウ＝アに依存している。

3）同一部首内の漢字が450を越えた場合擬似的部首が増加する。

4）メーカ提供の標準パッケージの利用と辞書類の直接利用ができない。

5）一外字表現が，◇記号を含む漢字系3文字で表現されるため，印捌時の

　行末調整が必要になる。

6）漢テレの勤態保存が不可能になりつつある（部品，保守体綱）。

7）物理コードec　6　bit　2列を使用しているため，　JIS　7　bitとの対応に整合

　性がない。

8）外字表現に，漢テレの物理コードに対応した文掌配列順序を使っている

　ため，JIS移行のさい，外字コードの部首順配列の基本性が失なわれる。

9）検字番号の「〃」点の付いた漢字をその部首の最後に登録したため，大

　漢和辞典の同一部首内総画順に配列の基本性を崩している。

io）漢テレコーード体系は，6単位符号系の制御文字領域に抵触するため，
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オンライン主体の処理に対応不可となる。臨（0000）8～建（◎O17）8など

10文字分はビヅト列の変換が必要。

利　点

1）擬似的な部首を含め，基準番号による部首別浮動コード方式を採用して

　いるため，理論コードに対する拡張が容易。

2）外字表現及びJIS配列に対する統一理論コードとしての位置付けが可能。

3）統一理論コードをもとに，総画・代表音訓，JISの各配列による索引の

　作成と，他のコンピュータ用辞書との結合による情報の拡張が容易。

4）大漢和辞典の検字番号を理論コードとして利用しているため，初期のコ

　一一ドブック作成が不用。

5）印面用漢字パタ・一一一ンが未定義である場合も，入力処理は明確なコード化

　が可能。

6）コード変換処理が必須となるが，JIS改正，新規パターン登録時のコ・・一

　ド対応が容易。

7）JISコ・・一ドと外字表現の併用により，入力・内部・印字可能なコードを

　実質的にJISコードの世界へ拡張することが可能。

　3．コード変換処理

　3．1入毘力と内部コーF

　漢字コードは，入力時のコード，データ保存時の内部コ■一一・・ド，また漢字プ

リンタなどの出力装置に対するコードが一致していることが必要である。

JISコードの主買も，入出力及びデータ保存の三形態の中で共通コードの移

動が，情報交換用コードとして重要な意味を持つことを前提に設定されてい

る。しかし，コード表現の可能な組合せは，14bit表現である限り，16000

字が最大であるが，通信用ファンクションコード，EBCDICコードの1byte

系の併用を考えると利用可能な領域はさらに少なくなる。これは，長期的な

データ蓄種を考慮した場合少なからず不安がある。
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　そこで実際の運用爾で与える影響を考えるため，データ入力，保存用内部

コード，出力コーードの3項昌について関連性を述べる。なお，問題点を明確

にするため，実際上の処理形態は，漢テレの利用が不可能になっている現状

では，これより少なくなるが，入力装置に漢テレを使った場合，JISロード

で入力した揚合の各々について処理形態を概観する。

図1　入出力及び内部コード

入力コード　　　　　円蔀コード 出力コード

　　　　　　　　g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K：1饗研内部コード

　　　　　　　　　　　　コード変換　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・T：」工S及び2byte系謙一ド

　図1は，入出力及び内部コードに対するデータ三三の関係を示したもので

ある。内部コードは，データ保存用コードと同様の意味を持つが，JISまた

は，圏研独自のコード体系のいずれかを意味する。この3項鼠の特性を調べ

ることは，将来の国研＝・一ドの機能や闘題点を探る上で有効な手段となる。

これは，3項口の組合せは，8種の処理形態に分類されるが，この中の大部

分は，昭和41年にコンピュ・・一一タが導入された以後の各装置，コ　・一ドの変遷を

示しており実質的な処理の本質を含んでいると考えられるからである。

　瞬ほの関係は，コードの相互関係を表わしているが，入出力装置中のデー

タ記録装置も含めるものとする。

　これによって，内部コードと装概そのものによって捌約される問題の両面

から検討が可能になる。また，現在生じている問題点の中心は，漢テレの利

用と外字コード体系の新システムへの対応にあるため，i菱3に画した8例が

すべての処理になる。この中には，過去の処理形態と実務上利用されない組

合せも含んでいる。その，点で，入出力処理上のrK」部分は，実際に機能し
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表
3　
コ
・
・
一
ド
と
入
出
力
装
置
関
係

12345678

入
力
”
一
ド
　
内
部
コ
ー
ー
ド
　
嵐
力
コ
　
一
一
ド

K
　
　
艸
　
　
　
K
：
　
　
一
→
　
　
K
：

1
く
　
　
触
　
　
　
K　
　
十

K　
一
F

K　
　
十

」」

j

j
　
＋
　
K

」
　
一
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J

一
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K
　
一
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＋
　
！
〈
　
十
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」
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J
　
一
・
　
J

内
　
…
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一
　
　
　
　
　
　
油
　
　
　
r

使
　
　
　
　
　
　
用
　
　
　
　
　
　
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

入
出
力
と
も
に
漢
テ
レ
コ
ー
ド
（
同
研
＝
一
ド
）
を
使
用
。
初
期
の
使
用
形
態
。

高
速
漢
字
プ
リ
ン
タ
鴬
入
蒔
の
守
宮
に
お
け
る
第
2期
の
使
用
例
。
入
力
装
置
は
漢

テ
レ
を
利
用
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
は
閣
研
コ
ー
ド
に
よ
る
処
理
。

圏
研
コ
ー
ド
で
外
注
を
含
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デ
ー
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成
，
オ
ン
ラ
イ
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処
理
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，
保
存
デ
ー
タ
は

國
研
コ
・
一
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で
出
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。
閣
研
コ
ー
ド
と
コ
ソ
ピ
訊
一
タ
内
部
ロ
ー
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が
異
な
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制
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国
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。
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圏
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作
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さ
れ
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ァ

イ
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出
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内
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痙
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＋
　
コ
ー
ド
変
換
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ていないことになり，一一部データ保存用の聞題として残ることになる。

　処理に関する代表的なものは「使用例」に示した内容になるが，立中の8

例は，19年聞に国璽で使用してきたコンビ」n　・一浴の歴史を含んだ内容になる。

1については，＝ンピュータ導入初期の漢テレとの関係であり，新聞の用語

罵字調査で使用された例である。2は，漢テレの印刷部の最愛速度の低速性

を補うEi的で導人された，高速漢字プリンタ使用の流れである。漢字プVン

タ導入時の昭和49年越蒔は，JISコ・・H一ド制定磁歪であり出力コードはメーカ

独白の2　byte系を使用している。漢字プリンタシステムは，漢字ディスプ

レイ装置によるデータ検索・修正処理，文字記号読取り装置によるターンア

ラウンド処理など，汎用漢字処理機能を持ったシステムとして使用された。

　次に4は，現在でも一一部この組合せの処理が行なわれているが，国研にお

ける長期調査の揚合，中間にコンピュータ切り換えが入るため，入出力コーー

ドの維持が大きな問題となる。この形式は，初期デ・一一タが漢テレで作成され，

内部コーtドがJIS化された処理例とな：る。

　この形態は，オンライン処理によるデータ修正・検索処理に，JIS対応の

端末装置を使用した処理が可能になるため，データ作成を外注しJISコード

による納入が行なわれた揚禽8と姦商となる。そのほか5～8は，入出力装

羅がすべてJISに村応済みであり，、外字処理以外直接問題となることはない。

一方，出力装置が「K：」の部分5，7については，3と同様，実務処理で利

用されることのない形式であり，残る6，8が現在使用されているコード処

理の主な流れとなる。

　4との関係は，4が総研u一ドをJISに変換しているのに対し，6では雄

藩コードの外字コードの理論性のみを維持し，物理コードはJISである場合

に限られるみその点で，この型は組合せとして実際上処理されることはない。

しかし，ここで内部コード体系を国研独自のコード体系とする場合にも，利

用可能な入域力装置は，すべてJIS対応またはシステム内で閉じたコード体

系を使用することになる。また，出力装麗もJISの範囲で印字可能な文字数

が決定されるため，外字入fli力問題は，　JISコードの捌限下で特捌処理の必
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要が残る。

　結胤　JIS世界ですべて処理する場合とJISコードとの併用方式による国

研内部コード処理の可能な6，8が今後の検討課題となる。

　3．2コード変換処理の概要

　コ　・一ド変換に伴う処理上の問題点を概観した。次に漢テレコードからJIS

コ　一一ドへの変換，JISコ・・一ドによる国研外字表現（擬似コード）の必要盤，

またコード変換のためのテーブル構成について基本的な考え方を示す。コー

ド変換は，盤内字コードである物理的コードと理論コードである外字コード

の2種を対象とする。これは現行の国研コード体系が6bit　2列を盤内宇1

文字に射応させ，さらに2次t一ヂとして盤内漢字2文字を組合せ外字表現

させているためである。2種の入力データ形式は，漢字出力装置で対応可能

な幽力コードに変換しなければならないが，コード化とコーポ化された漢字

の椙互変換はコードブック及びテーブルによる方法をとった。

　テーブルは，一次キーとなる物理的認一ドと入力データコードが一致して

いることが必須である。一次キーは，盤内掌及び盤外字表現された国研コー

ドとし，変換対象となるコードを各h．　一・次キーに三国させコード変換用テー

ブルを作成する。この操作は変換対象となるコードが複数個の場合も同様で

ある。テ・・一ブル作成用装置は，どのようなコード体系を持ったものでも基本

的には問題ないが，主流となる入力データコードと一次キーとなるコードを

一致させておく方がテーブル作成処理は容易になる。以下，現行の漢テレコ

…一 hからJISコ・一一ドへの変換処理，入力装概にJISコードを使用した場合の

国研外字コードの位置付けについて問題点を示す。ee一一の点は，コード変換

処理に伴うテーヅル構成に関するものである。テーブル構成は次の3例が基

本になるが，3）の場合JISコードについても84区以後に文字登録が行なわれ

ているため，メー一力が異なるときにコード変換処理が必須となる。この処理

は，記号系領域セこ独自に追加したものについても同様である。また後述する

メーカのJISに対する対応が，かならずしも指定されたコード体系を使用し
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ていないため，異機種間のデータ変換のさい2byte系相互のコードー変換処

理が必要になる。しかし，ここでは主に1）と2）について重点を置く。

　＝t　Hド変換処理

　1）国研盤内外字コード：JIS系2byteコード

　2）國研擬似外字コード：　　同　　上

　3）2　byte　Xコ　一一ド　：2byte系コ　一一ド

図2　コード変換処理

3 一
り
乙

」工sコード ←出力用コード

緯概コード ←漢テレコート“

　　　　　　　　　　s
　　　　　　　　　　　擬似コード　　←ご工sコーード

　図2に示した，1～3のデータ変換の流れは，テーブルについて擬似コー

ド処理用と国研対∫IS変換用の2種について，変換処理の流れを示したもの

である。テーブル作成作業は，現行漢テレコードによって行うが，物理的コ

ードをJIS化した擬似コーードの作成は，1で使用される変換用テーブルをデ

～タとし，変換用テーブルを再交換することによって，jlSコード用テーブ

ルへの対応が可能になる。

衷4　コードの種類

　　コード名　　　 物理コード

　1）国研コード　　　　　6bit×2ダ旺

　2）JISコード　　　　　7　bit×2　旺

3）国研擬似コード　7bit×2列（∬S）

外字コード

◇記号と漢字2文字の組合せコード列

特に定めず

国研：外回コーードに岡じ

字種はJISに準拠しているがコードは以下の種類がある。

メーカのJIS対応状態
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　　1）16進i数（8080）を加え（2121）～（7E7E）領域から（AIA1）～（FEFE）領

　　　域ヘシフトして使用。

　　2）JIS　7　bieで表現された文字を，対応するEBCDIC文字コードに変換

　　　後2　byteで1漢字に対応させる。

　　3）字種，コードともに独霞体系を使用。

　　4）JIS　コードを使∫醤。

　図2で示したコード変換処理で，1は主に次の二種の処理に使用される。

第一は高速漢字プリンタ（漢プリ）を使胴するさい，PIF（Print　lmage　F圭1e）

を纂簡に作成しておくことが，漢プリ印字速度を低下させないための必要な

処縫となる。これは印字速度が高速であるため，ぺ・一一ジ単位の処理を基本と

しているためである。また，高速印字に対応させるためには，データ読み取

り速度の県い磁気テープ，磁気ディスクなどの媒体の利硝が不可欠となる。

　以上の二種の対応後，データは未登録文字以外の処理は，すべて直接印字

可能な物理的訟一ドに変換さオXている。

　策二の問題は，デ・・一・タの照合，探索処理などの処理で，＝｝　一一語の入力に対

する＝一ド変換上の問題である。オンライン処理の対象となるデータは，す

でにJISコーヂに変換されているため，国研外字は擬似コードになっている。

この場合，入力パラメータやキーに国研ロードを使用するさい，コーード変換

の問題が発生する。申規模以上では，応答時間の遅れと，ジョブ数の増加を

招くことになる。逆に，漢テレコードを内部コードとして使用するさいも，

これと同様の問題が生じるが，この揚合処理上の漢字コーードの順序性は維持

される。

　この点から，JIS＝一ドまたはPIFでのデータ保管は不適墨であると思わ

れるが，萌述の通り現行漢テレの保存状態のことがあり，特別の場合を省き

当癒は，JISコ　一一ドの保存もやむなしと考えざるを得ない。これは，実務的

にも大部分の処理がJISの籍囲内で対応可能であり，擬似コードによる順序

性は実際上，数の上で表面化することは少ないためである。しかし，長；期の

データ保存を考慮した場合この開題は無視できないものとなることは確かで
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ある。いずれにしても図2に示した3のルートが主流になり，1，2は，

JISコード入力可能な装置の利用と新外字＝　・一ド二二までの繋ぎとして臨時

的な処置となる。

　以上，コード変換処理に関するデーータ変換の流れについて現状を示した。

コ　一一ド変換処理は，コードの標準化が進めば，当然なくなるものと考えられ

ていたが，まだ外字処理の問題が新たに解決しなけれぽならない対象として，

重要な部分であることが虜らかになった。また，中国を始めとして，他の漢

字圏との共通コード化の問題も，いずれ話題としてのぼってくるものと考え

られ，外字表現，内部コ・・一ドについて総合的な判断が必要とされる状況であ

るように思われる。

　3．3新コード移行までの対応

　新コード体系の実務段階での運用は，まだ，いくつかの実験を経なければ

ならない。しかし，新機種導入まで，既存漢テレコードで作成されたファイ

ルについて移行への対応問題があり，この処理は∫IS対応漢字入力装置上で

処理しなけれぽならない条件が付けられる。そこで，新コード体系の具体的

な案が設定されるまでの準備期間として，現行コード変換，表を中心にした

暫定的移行処置とともに，新コード下での外字入力の方法，既存ファイルと

の結合，＝一ド変換とテーブル構造について基本的な考え方を示す。

　暫定処理の一コ口は，薪コ・・一ド体系への理論的妥当性の確認を行うため，

いくつかの試案と実験を含ませてある。実現方法は，テーブル構成の一部追

加と漢字特性を利熔したテーtブル探索の高速化である。これによりて，新コ

ードの基本的な考え方が，この19年間使用された外字コードに対し，理論的

背景と改良部分の正当性に十分答えたものであるか，また，新コード体系を

長期闇利常する上での基本的な設計基準をどこに麗くのかなど，運用面から

の確認を厳重に行うことが可能になる。同時に，旧コー・ドは今後の国研コー

ドを維持していく上で致命的な問題点を持つた体系なのか，種々の面からの

検討を行うことができる。
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　その点で，移行処概の中で処理の変璽とともに，いくつかの実験を含ませ

ておくことは，問題点を実務面で検証するのと叢行し，移行に必要な各種情

報を収集することが可能となる。これは，試案に対する開題点を明確にし，

移行処置を容易にするために重要である。ここでは，主にコード体系につい

て枠組設定上の問題解明に重点を置く。しかし，現行の問題点は，三三こわ

たって簡易化されるであろう字形への対応，利用される研究者の多様化と資

料範囲の拡大による漢字への動的対応など，社会的要因に大きく影響を受け

る面が多くなる。この問題は，長期のコード体系を維持する上で予測できに

くい部分であり，漢掌シソーラスへの発展，続一理論コードの設定，コード

に対する漢字追加機能とともに直列的な配列から面への拡大が必要になる。

これは，コードの構造を決定する上で考慮すべき必要最少限の要求菓項であ

る。以下，移行処理に対する具体的な試案と，実現方法に関する基本的な考

え方を示す。

　3．3。1外寧入力の拡張労法

　外字入力方法は，従来の漢テレ外字コーード形式で入力する場舎と，拡張機

能として大漢禰辞典の検字番号を薩接入力する場合の併用方式をとる。この

方式の導入によって，従来のコード化法に対し外字表現上の季続きに変更は

なく，既存ファイルとの互換性も簡単なコード変換で対応可能となる。

　検字番号を直接入力する揚合，最大5桁の数回を使い漢テレ外字コード形

式に変換する。この処理における2種の外字表現形式は，＝ンピュ　一一タ内部

で同一表現形式に統一され，既存ファイル及び外字三三間の互換性には問題

はない。

　コード変換に対する基本テーブルは，表5に示した項目から構成されるが，

従来の2進探索法によるコ・・一ド変換，また，外字表現形式の入力について，

当面，次の変換処理を試験的に取り入れる。この処理によって，コード変換

処理の高速化と外字入力の多欄生に尉する二つの処理から，＝』ド設定上の

必要条件と情報が得られるものと思われる。特に，外字入力方式の多様化は，
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将来の部首による検索の多様化，例えば気宇構成要素からの検字と外字指定

への道を開くために重要な項図となる。

　変換テーブルは，実務で使用される基本テーブル表8も含め3種類のテー

ブルを使用する。この3種のテーブルは，表1の国研外宇処理驚理論コード

表，表8の外字対∫ISコード変換表，そして表5の索引表である。

　表5は，禅僧表現用漢字，対応する大漢和辞典の検字番号，第3項罵は

JIS－C6226コt一ド体系内での部首に再配列された後の部首の先頭位概を示し

たものである。

表5
　無），

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

m一ド変換用部首索引裏

理論コード　大漢和検字番号

計（一）

形（i）

型（・）

経（ノ）

芸（1）

頭（二）

決（一）

　1

67

91

106

161

224

247

JIS部着先頭位澱

一似　　下　　略一

検字番号から国研外字の求め方

1
1
戸
D
O
3
2
8

　
9
耐
9
】
3
4
門
0
5

1）表5のコ　一一ド変換部首索引表の第2項の検字番号，対応するJIS部首位

　置及び部首表現用漢字を求める。

2）入力された検字番号をもとに・部首基準番号を旧弊するe．

3）（検字番号一一基準番号）MOD450＝Nを計算する。

4）N値を使い表1から理論コード表現用漢字を求める。

5）先頭に◇記号を付け，項目1，4で求めた漢字2文宇を結合する。

6）補遺版に登録されている漢字，及び，本文中の「’」，r”」のついた漢

　字は当面別処理とする。

以上が，検字二男｝による国研外字表現の求め方である。
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は，次の5項臼が未解決のまま運用されることになるが，検字番号の入力：方

法の容易性と利点は，国研外字表現に対するコード化理論に比較し優れてい

ると思われる。特に，コード化に丁丁的な知識を必要とせず，一般利用者が

簡単に外字入力ができる利点，配当漢字の割当て状況がコンピュータによっ

て，管理可能になる利点は無視できない事項となる。

問　題　点

1）国研外字に対する問題点の解決が図られていない。

2）過去に追加された新出漢字に対する対応が不可。

3）入力処理に最：大5桁の10進数の入力が必要になる。

4）検字番号の「・」及び「”」に対する対応と登録済み漢字対応に不整合

　が生じる可能性がある。

5）補遺版に登録されている漢字は特牛処理が必要e

利　点

1）国研対JIS変換表は変更不用。

2）部首変換は表5の271部首について変換表で対応可。

3）追加漢字に附する理論コード配当漢字の自動管理への道を開く。

4）コード変換処理の高速化が可能。

5）外字コード入力及びコード化の一般利用者への醐放が可能。

6）85区または90区：以降に～括登録するため，シフト記号の省略が可能。

　3．3．2外字入力と枝番暑処理

　外字コード指示に枝番母による漢字追加機能を持つことが重要であるが，

入力方式の容易性の点で，検字番号の直接入力方式が従来の国研外字指示法

に比べ優れていると思われる。これは専任オペレータ以外の一般利用者を想

定した場合に使い易さが基本的な機能になる。外字コード構成は検字番号及

び枝番号の2項目で振示し，整数部を検掌番号に小数部を枝番号に対応させ
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る。外宇コードの判別は外字シフトキー指定によって行い，次に入力される

7桁の数字を内部コードに変換する。また，整数部と枝番号の分離は，小数

点・カンマなどの記号で対応さぜる。整数部の最大値は大漢和辞典の検字番

号48902であるが，上限値は特に定めていない。同様に枝番号についても上

限値は99まで指定可能であるが，この部分は使用ビットで表現できる最大値

が15であるためこの数が事実上の上限となる。

　以下，外字表示，内部コードへの変換方法と表示内容を示す。なお計算例

は，内一KI　＝　一一ド14bitの第2byte図について処理を行・）た。この例では，上

位3bitを整数部に，下位4bitを枝番号用とした。内部コード中の「V」記

号は，仮想小数点の位概を示したものである。

外字入力形式

　　　O
　外字シフト

　i＝　一“

計　算　式

×××××・　××

検字番号　枝番号

　1）整数部鳳検字番号・D王V2n

　2）小数部mu検字番号MOD2n、

　　　n：枝番号表示用ビット数

　　　DIv：剰算関数

　　　MOD：剃余関数

計　算　例

　　内部コード　1e進表示　1）式計算値

　1）111VeOOO　i12　7
　2）　OOIVIIIO　30　1

　3）111VlllO　126　7

2）式計算値

　　0

　　14

　　14

入力検査番号

　　zo
　　1．14

　　7．　14

この計算式はジ 2進数内部コードを逆箕によって入力検宇番号を求めたが，
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1）及び2）式によって求められた数値を結合することで，！0進表示による検字

番号の入力で対応可能であることを示した。変換された2進コードは，その

まま内部コードとなるが，表5を利己することで入力された検字番号がどの

部首に属するか判断できることになる。この処理は，検字番号の入力に部首

情報に対する指示を不要になる。

　出力は，漢字ディスプレイ，プリンタなど文字の合成機能，指示可能なポ

イント数によって，制限を受けることが多いが，ホスト・端宋問，特にディ

スプレイ上の表示を別処理としなければならない問題が生じる。しかし外字

処理は，三富Wang栓から発表されている「三角六号法」による入力方法

を心力にも適絹可能であると思われ，出力に対する文享合成への方向付けが

重要である。この方式は，漢字入力に従来の，タブレット方式，カナ・漢字

変換方式に対し，漢字の構成要素別に分解入力し，コンピュータによって内

部コードに変換する。アルゴリズムは，漢字入力に対するものであるが，文

字合成アルゴリズムは，出力処理に対しても箔朋可能であると思われる。

　しかし，文字構成要素の結合による外宇処理は，現行の娼力装概の機能に

制限を受け，対応可能な装置は少ない。実現性のある対応は，漢訳プリンタ

のルビ文字機能を利証することによって，金角漢字1文字に対し，4桁の数

字を天地左看に配分し合成磁力する方式が考えられるが，この方式は，端束

側の出力機能に制限され，漢宇デdスプレイに対しては対応不可能である。

その点で，外字自力形式は端末・ホスト術装鷺問に2種の異った外字処理を

行うことにな：る。

　漢字ディスプレイ側の処理は，従来の國研外字表示と同様に出力可能な漢

宇2文字の組合せで出力する，入力と同形式で検掌番号を出力蓑示する，い

ずれかの方法で対応せざるを得ないものと思われる。薩面表示上の点では，

後者の方式が望ましいことになるが，外字武器にプリンタ岡様統一性がない

ことは実務上問題が残ることになる。これも早急に解決しなけれぽならない

問題であり，今後の研究課題として重要である。図3は検字番号で外回入力

を行う処理過程を示したものである。
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図3　検字番号による入墨力

　　　　　　　検字番号　　　　枝番

　　　　　　　　　　　　e　IXX劫・◇　XXXXX

　　シフト記号

部首索引 都首魁劉

部首コード 相対番号 枝番 紙「郵研コーード

都下頭の検字番号　　→一　　相対番号

鎖力： xxxxx　i　e　l　xx

　3．3．3外寧駆一ドのJISコード内への対応

　現在使用している漢テレコードは6bit　2列を1漢字に紺応させ，コード

範囲も曲（0000）8～己（7474）8までを使用している。しかし，薪コンピュータ

はオンライン処理が中心になるため，．データ伝送には伝送用劇御用コードの

規格に合った処理を行なわなけれぽならない。この伝送路用コ　一一ドは，JIS

コードで決められており，理論コードについても，計（0001）16～県（001D）16

の範囲がこの規格に抵触する。

　また，JIS漢字を外掌理論コードとして使用した場合，現行部首の順序性

を崩すことになる。そこで，理論コードは，現状と同様の機能を維持させ，

従来通りの配列を維持するコード化法についていくつかの試案を述べる。

　新コ・・一ド体系については，文字追加機能とともに伝送路に抵触しないコー一一

ド化法を考えなければならないが，当面これを次の方法で臨時処置として紺

応さぜる。この方法は，将来新＝1　Hドへの移行のさい現行コードと臨晧コー
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ドとの複数コードの混在化の問題が生じる可能性があるが，基本はJISコ　一一

ド対応であり，国研外字コードもJISと岡規格で利用できることになる。

　移行処置では，部首順配列を維持した凝一ド体系が必要な場合についての

みこの方法を用いる。しかし，新コードに対しても既存コードと同等の理論

コード体系をとっているため，変換アルゴリズムは岡一となる。コード変換

範翻は，JIS　85区または90区以降に理論コード，「計」～「力」に．いたる450

字を配列する。また，外字シフト用記号は，この区点内のいずれかの位羅に

一括登録するか，90区以降のtt　・一ドの重みをそのままシフトコ・・一ドとする方

法をとる。

　以下，移行問題での試案に対する，理論コード配当例，利点と朋題点につ

いて列挙する。

理論コード配当例

1点

90　計

91　船

92　　町

93　　飛

94　　民

94

諱
@
非
味

～

5
芸
注

　
　
　
　
力

4
経
　
合

3
型
2
形

閥　題　点

1）凶漢テレコードで作成されたデータに対しコード変換が必要。

2）将来JIS改正で85区～94区に文字追加される場合への対応が未解決。

3）漢字パターンがROM化されている場合対応不可となる。

4）細国忌外字コード化法の問題が未解決のまま残る。

5）暫定処概による鷺一ド体系の複合化。
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　利　点

　1）外字基本配列の理論順序である部首順配列の維持が可能。

　2）JISコード体系内で対応可能なため，伝送路及びシステム内のコ　・一ド上

　　の問題は解決される。

　3）従来の外字コード化法をそのまま利用可能。

　4）85区：または90匿以降のコードを外字判励用に使用可能。

　5）入出が装置にJIS対応装置の利鵬が可能。

　6）外字入力方式との併用により，入力方法の多様化が可能。

　7）旧コードで作成されたコード体系間の変換が容易。

　8）スタンドアローン用端末上での土研外字の藩論が可能。

　4．新コード体系に対する試案

　海鼠の外字コードの理論体系を中心に，新コードに必要な機能の枠組を決

定する周辺問題を示してきた。本章では新コンビ＝一頭移行に伴う暫定的な

外字移行処理を含め，国研独自のコード体系設定の妥当性，大漢和辞典のコ

ーー hブック利用と部首を中心とした統一一一ee列順序の問題，＝r　Hド化法とコー

ドに対するピット構造などについて基本的な考え方を述べる。

　新コード設計について留意した点は，ホスト・端末間の共通コード機能，

伝送路とオペレーティング・システム規格への抵触問題，独立した内部コー

ドとしての役割とJIS，またはJIPSコードへの変換アルゴリズムのあり方，

そのほか部首配列を基準に，面（Plane），層（Layler）の擬似的立方体弓造へ

の展開方法とビット列への対応，折りたたみ処理の効渠などである。

　折りたたみとは，面に配当された部首を規準とした内部コrドに：対し，

1／2劔こ細分化可能な構造形式を指す（図5）。また，内部コードを洗定するに

当って基本としたのは，表6に恭した大漢和部首順頻度表をもとに漢字を面

に，枝番号を摺に，部首を第4の次元として擬似的に対応させる方法である。

　簡は，現在は2048字分を各部首に配当させているが，面領域で大漢和辞典

に収容されている最大部首収容字数の「艸」冠2036についても対応でき，

214部首のすべてを表現できることになる。これによって1日国研外字コード
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でとっていた擬似的部首表現は不要となる。なお「艸」冠の漢字版容字数は

表6で示した「部首頻度表」では，2172字となっているが，表7の補遺，ダ

ッシュ，欠番を再整理すると実数は2036宇である。補遺・ダッシュについて

は，この検字番号をすべて枝番号扱いとし，1司一部首内の漢字は総画順に従

う原則にもどすことによって，面への配当は問題となることはない。

　以下，圏研コードに対する塞本的な考え方を列挙し，次に面・履，コード

内部のビッ5構造，面の再分割とコード変換処理，内部コード今の展開方法

のアルゴリズムについて述べる。

　国研コードに対する基本的な考え方

　1）JISコードに対し，国粋独自のコード体系を設定し，主に内部コーードの

　　構造化を図ること。

　2）内部コ　一aドは，JIS漢字を包含し漢テレコード・端末・ホスト間のコ　一一

　　ド変換が容易な構造を持ち，JISコードへの変換も可能なこと。

　3）内部コードは，4　byteとし，第1，2byteで三三を，第3，4byteで部首内

　　相対位置を示すビット列とする。

4）部首内番号は，各漢字間に追加機能を持ち，＝一ド表現は3次発構造と

　する。層は追加摺枝番号表示用とする。

　　　Plahe（面）×Layler（層）→部首内漢字：コード

5）濡縁は，部首に対応させ，利用可能な＝ンピュ　’一タ記憶容量によって，

　　細分可能なこと。また，層は華甲による処理が可能なこと。

6）IN　i一一ドとの互換性を容易にするため，漢字は部首順配列を基ホとする。

　　また，他の辞書との情報交換翔に利粥できること。

7）漢字入出力表示は，当面JIS＝　一一ドの範囲で対応していること。

8）漢字追加翔枝番号は，木，網構造への拡張が可能なこと。枝番号の一部

　は，ポインタによる他の面への指定が可能なこと。

9）枝番号は，ソート時に配列順序が変化しないこと。

10）部酋漢字は，JIS　85区または90区以降に一括登録し，爾水準閥の統一

　　配列コードとして対応可能なこと。　（脱字分4文字を含む）
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11）外字バッファ領域は，32面214部首を基本に置換アルゴリズムの適用

　　カミ可能なこと。

12）検字コードは，将来の部首再構成に対応できるよう，複数個のキーか

　　ら検索が可能なこと。

13）内部コードは，伝送路規格に抵触しないこと。

14）ホスト・端末双方に同一コード体系が利用可能なこと。

　4．1ビット列立造とde　・層の関係

　コードを表現するビット列は，8　bit　2進表示コード4列を基本とし，葡

2列は部首を後2列は部首を基準とした相対番号表示用とする。この4　byte

コーードは賢本電気から標準漢字コ・一一一ド〔JIPS（E）〕として提：供される11525

字に，各々部首舶載列後「大漢和辞典」の検字番号に従って新コードを配当

する。新国研コードの先頭ビット列2byteは，部首表現用としてのもので

あるが，現行の標準的に使用されている214部首に対して，8bit分256個

で対応させ残りの1byteは予備とする。また，相対番号表承は第3　byte以

後の2byteで表わし，先頭バイト8bitを横方向に，第4　byteの上位3　bit

を縦方向とする2048寧を基本とした面構造を第一次単位とする。4　bit臼の

1　bitは口癖これも予備とするが，将来枝番号用また面への拡張用ビットの

利用が可能である。残る下位4bitは第二次単位として，漢字コード問に後

で新出漢字を規定の配列順序で追加する場合の枝番号機能を持たせ，、2048を

面とする16層の立方体コード体系を想定する。さらに，これを第三次単位と

して前述の部首を加え，全体として4次元構造を持ったコ・一一ド体系と見なす。

　図4　相対衷示用：コード列構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　石印ぬbyte　No．　ビット列

　1　　00000000
　2　　00000000
　30（）○（）（）○（）0

　4　　00000000　　　　　く　　　　　　　　　　　　く

　　　　　①②　③

　ノ猷　　　下

部首回現用コード

予備及び部酋追加用コード

相対番号蓑示横方向指示コ…一一ド

①縦方向②予備③追加用枝番一Fv　＝　一tド
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図5　ビット列の面・層への対応

2048　（O｝ 2048（8） 256（Ol 256（4）

256（3） 256（7｝

2048（7） 20嘆8G4） （　2　　　5　　　6　　　x　　8　瓢　2　　0　　4 8　）

　上記のビット上溝造は各々4　blt単位に分割できるため，プログラム作成

上，データ内容の16進表示のさい出力される数字との対応は完全に一致する。

また図5に示した基本面2048は，ビット列256×8の11bitに分割使用する

ことによって，次の4種の利用法に対応できることになる。

　第一の点は，すべて基本面に対し2nの整数倍になっているため，ホスト

用に使用される面と端末装置側で使用される面は，利用可能なコンビ＝。　一タ

の内部二二容量によって，常に最適領域指定が可能になる。こり考え方は，

コ　一一ド定義領域に対し，基本的構造として本稿で提案したコード体系全体の

共通した考え方となっている。第二点は，枝番号または面・層について，該

当する各構造は「3．3．2外字入力と枝番号処理」で示したMOD，　DIV関数

による計算法が利用できることである。

　例えば，面を2048を基準とした場合，検字番号に紺する該当部分を計算す

るために2048による剰余・商を求めることで，擬似的に増加させる場合の部

首に対しても対応可能となる。岡様に，図6で示した内部コ　一一ド対∫IPSコ

ード変換用テーブルの分割処理も，基本面と枝番号を示す磨によって表現さ

れているため同じ方法で処理できることになる。これが第三の特微である。

第四は，16bit列が各々4・bit単位に分離でき，16進表示によるプリンタ出力

と16進直接入力が可能になる。

　最後に，枝番号に対する新出漢字の配当問題があるが，扱い方を誤ると結

局枝番号として付番された漢宇間に再度追加しなければならない状態が生じ



る。従来よく使われてきた文字追加方法は，新出漢字を枝番号15鰯の二分の

一の位置へ挿入，次の追加は前に登録された漢字を基準に，総画順序に従

い，さらに二分の一の位置へ登録する方法である。枝番号に登録可能な数は

（00）16を基本1鰍こ当てるため，最大15文字の追尊が許されることになる。こ

の枝番号の扱い方は，他の方法も含めさらに研究の必要があるが，一例とし

て15文字を越えた場合を想定すると，1bitを別に定義できる「画」へのリ

ンク情報として残しておくことも可能である。この揚合利用可能な枝番号は

1文字分少なくなるが，将来シソーラスなどの漢字と漢字間の関係を示す必

要が生じるものと思われ，爾に対する拡張罵ビットの設定は必要な機能であ

ると思われる。

　4．2：一ド変換処理と折りたたみ処理

　新国研コーードは国急用に独自に設定した内部コードであるため，JIS，　JIPS

コーードとの互換性はない。これは，入出力可能な漢字は富岡一力から提供され

る標準コードであり，日本電気から∫IPSコードとして漢字ま1525字が提供

され，印宇処理を行うためには内部コードとして提供されるメーカの標準コ

ーー hに変換しなけれぽならない。コ　一一ド変換は「3．3．1外字入力の拡張方法」

の中で述べた，表5の変換表を索引として使用し，大漢和辞典にありJIPS

コードに登録されていないシステム外宇は漢字パターンの新規登録が行われ

るまですべて「ゲタ」扱いとする。

　また，非漢字はJIPSコードを直接使用しJIPSコードと内部コーードの併

用方式を採用する。この処理によって外字コード入力指示は，大漢和辞典の

検字番号，暇国研外字表現のいずれの方式も処理可能となる。IHコ・L・ドとの

互換性は，表5で示した「コード変換用部首索引表」によって変換処理の調

整に使用でき，さらに詔コードの擬似的部首271字分，新＝一ドで使用する

214部首の双方向変換もこの処理の中に含まれる。
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　ee　6　新・旧コード変換嚢

　　　黙　IH＝一・if　新・一ドその他のコード

　　　園◇ga　××××　××××

　　　回　◇口口　×x××　××××

　なお変換表の作成は，新シXテムの入力装置で作成可能であり，li・1　一＝　；ド

との併合は現行のIH　＝i　一ド表をJISコード変換し，　JIPSまたはJISコード

をキーとした統一変換表を作成する。しかし，表5で示した索引を使H］する

ことによって検宇番号から逆算しコード化することも可能になる。旧コード

に対しては，従来の変換表を使回する場禽と表5による変換の，いずれかの

処理効率を測定した上で選択する予定である。

　折りたたみ処理は，すべての変換表が主記憶三二内に読み込むことができ

ない場禽，折りたたみ処理によって新出漢字に対する枝番号の必要部分を計

算により抽出させる。この方式は，大鐙データを対象とする一括処理では適

当とはいえないが，端末装置などの入力操作には十分潤用できるものと想わ

れる。

　この機能の他への利三法は，データ対象によらて，大漢和辞典より収容字

数の少ない小型辞書もコードブックとして使用できることである。例えば

「新字源」の利用を想定した場合，面を縮小させる郊果と検字番号の指示に

も対応でき「，これによってホスト・端末間の伝送路を中心とした処理と調査

対象のデータに食わせて複数のコードブックの利用により，処理の効率化が

可能になる。2一ドブックの作成は現在「大漢和辞典」と「新字源」につい

て併行利回できるよう一部作業を進めている。

　2種のコードブックを対象とする：方法は，コードの二重化を招くおそれが

あるが，現在の調査ではかならずしも5万字の世界を必要とすることは極め

て少なく，その点で小型のコードブックとの併用方式を考慮しておくことが

処理効率上有効であると思われる。併用方式の採用は，双方向の互換｛生を維

持するため内部コードを中心に共遮漢字に「新字源」であることを示す梢対
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番号を付け，表5に示した部首用検字番号を付加することで対恋可能となる

（図6・表9参照）。

　＝一ド体系は，表5の変換表に新コードブックの検字番号の先頭位置を指

定することで，内部コードを9kme　＝　一ドとした双方向のコード変換処理が可

能になる。この処理は，新コードを牙弓にコードブック別に設定する必要がな

く，かつ複数個のコts一ドブック利用への道を醐いたものとなる。また，他の

辞書類についても，検字番号の付加された辞書類であれば同様に利用でき，

写植などで作成された辞書の場合，内部コーードとの結合は簡単になる。

　さらに検字番号の複数指定の拡張は，現行の康煕辞典で定められた部首か

ら漢字利用の実態に合った新部首の導入の可能性を含めた処置にも繋がる。

この機能は，漢字の持つ字形を中心とした白干がより使い易い方法であり，

漢字の意味の実態から離れた基準より，実務面で妥轟であると思われるから

である。函7は国研コードまたは，作業の部酋溺コードブックを使用した場

合の印字可能な文字への変換方法を示したものである。

ec　7　入力のための1一ド変換手順

　　　　　困罵橿一ド→」工sコード

5．おわりに

本稿は，国研の外字コードについて，昭和54年（1979年）6月から・昭和
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59年（1984年）7月までに，5圃にわたって漢字プリンタ装置，入力装置導入

とコード体系上の問題を部内報皆「季報」に述べたことをもとにまとめたも

のである。昭和54年6月号では，高速漢字プリンタ装置導入（NEAC－5210

D）に伴う，国研コード対日本電気コードに対する物理コードのコード変換

上の問題。同年10月号では，新漢字入力装置（N6300－50　N）導入と∫ISコ

ード対応の問題。特に，漢テレコ・一一ドの物理コードと外字表現との関係につ

いて整合性を述べ，国研の外字コードの基準に大漢和辞典をコードブックと

して使用する揚合の妥当性の検討。昭和58年（1983年）8月号と11月暑では，

JISコードを利用する上での問題点，各水準聞の統一理論コードの必要性，

自由領域への文字登録による併害の指摘と対応案を示した。さらに，昭和59

年（1984年）7月号では，以上の経：過をもとに，昭和60年3月に導入される新

システム（ACOS－S550）への外字入出力方法，内部コ　一一ド表現形式，新・

IH　・一ド及びJISコード間の関係について基本的な考え：方と，国研独磨の新

コード体系の設定が必要であることを述べた。

　また，この原稿を執筆している間に「JISC6228情報変換：用符号の拡張法」

の改正作業が進められていることを知った。改正前の1975年度版では，複数

バイトに回する拡張法が定義されていなかったが，1984年版の改正案では従

来の一Ll　一一ド領域であるGO領域（2121）エ6～（7E7E）王6にコードの拡張法が

盛り込まれている。この図形文字集合の拡張に関する内容の詳細は，改正版

の発表を待たなければならないがシフhコード法が使われるようである。

　改正版による拡張コードは，現在のGO領域からG3領域までの4領域，

35344字分が利用でき，改正案が制定された場合「4．1ビット列構造と醸・

願の関係」で述べた外字コードへのシフトは，JISによるシフトu　・一ドに従

うことで，JIS規格内で対応可能となる。同様に，中門用ロード「GB3212

－80」コードについても，コード体系はISO規格に従っており拡張領域のい

ずれかをそのまま利用できる道がつけられるものと思われる。そのほか，新

国研外字コードに対するJIS世界への対応も，基本的にはコード変換処理を

前提にしているが，この場合C6226コードは外部へのデータ接続用であると
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使用図的を絞ることで，より大きな開かれた漢字世界への対応が可能づけが

できる。現に調査ごとに大払出辞典に収容されていない漢字が新出コードと

して登録されている実情では，漢字コードに追煽機能を持6た独自コードを

設定する以外に解決案はないと考える。

　本稿で示したコーード化法は，結局のところ文献2で示された松本案の枠組

を出ることができなかった。ある意味では，単にJ亙S領域への再配当案を提

示したにすぎないとも欝える。今後さらに時闘をかけて試案の問題点を羽確

にし，実用に耐えられるコード拡張化を進めることが必要である。その点で，

C6226及びC6228規格ともに，外字コードに対する統一理論コ・一ドへの対応

が基本的に抜けているように思われる。特に，拡張法と漢字コード配列法と

の関係は不可分であり，統一的な配慮のもとでの検討が必要である。

　また，現行の7bit　2列のコード体系から，8bit　2列のコードへの拡張も

これらの検討事頂の中に入れるべきと思われる’ ?これは，本稿で述べた試案

で，区点の中に再配列する方法をとったが，コード領域を広げることによっ

て2nの整数倍，または折りたたみ方式の導入が可能になil・，この方式が全

体としてコrド体系の構造化への道を幽くことに繋がったからである。

　例えば，第1byte麟の7b圭乞を第一次の面とし，第2byteの3bitを層と

して，128字の8層計1024字に対応させ，これをさらに4bit分16層を加え

4次元構造を基本とするコード体系を考える。この表現法が可能となれば，

次の3種の利点が得られることになる。

　第一は，すべて基本面に対し2籍の整数倍になっているため，ホスト・コン

ピュータと端末用に使出される面は，利用可能なコンピュータの内部記憶容

董によって折りたたまれた必要部分を指定できること。第二は，tt枝番号また

は面・贋に該当するコード体系の構造について，MOD・DIV関数の計箕で

碍的とするコード位置を求めることが可能になること。第三は，検字番号に

対する該当部首を計算するために，基準領域に対しその値の剰余，商を求め

ることで擬似的に増加させた部酋に対しても，枝番号を求めたと岡様の計算

対応が可能になることである。これらの3点は，外字コード設定について同
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一の思想と計算法の反復ですべて対応可能になることは考慮すべき点である

と思われる。試案は，’新機種の移行と旧コード体系が漢テレ保存上から維持

不可能になったため，急きょまとめたものであり基本的な部分で抜けがある

可能性がある。これらの聞題点のいくつかは，今後個々の実験によって結果

の確認を行う必要があるが，新コードが長期閥のデータ保存と新出漢宇に対

する対応を充分に機能させ，実用化を図るためには慎重な態度をとらなけれ

ぽな：らない。

　最：後に，新コードに対する試案を示す過程で，一橋大学教授松本昭氏には，

旧コード設計のさいの基本的な考え：方を飼った。また，言語計鍛研究部第二

研究室長野村雅昭廊こは旧コードに関する種々の資料の提供を受けた。その

ほか，新システム移行と薪コード設計セこ関し，H本電気の漢字コードとの整

合性の確認は，N本電気宮庁システム事業部第ニシステム部一杉宏一主任に

色々の面でお世話になった。ここに記して謝意を蓑する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1｛　84．　1．O．　31）
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表6　部首頻度袋（諸橋轍次編「大漢和辞典」第3印棚）
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置畳陣
1噂し63
2口63
2几63
2卜63
6否63
6行63
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14鼻63
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裏7　部首別度数　総数十補遺数十ダッシュ数一欠番数罵部首実数
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表8　漢テレコード順序とJISコードの関係

　M　　外字表示漢字　16進表示コード

OOOOOI　　計　　　　0001

000002　　 形　　　　　0003
000003　　　　　　型　　　　　　　　　　0　0　0　5

000004経　0007
000005　　　　　芸　　　　　　　　　　0　0　0　9

000006　　頭　　　　000E
OOOOO7　　　　　決　　　　　　　　　　0　0　1　1

000008結　0013
000009　fi　O　O　1　5

000010建　◎O17
000011　　 見　　　　 0019
000012　　件　　　　001B

OOOO13　　県　　　　001D

OOOO14伝　0021
00ee15電　0023
000016　　 都　　　　　0025

000017　±　0027
000018　　 度　　　　　0029

000019　　　　　当　　　　　　　　　0031

000020　　 投　　　　　◎033

000021　　 東　　　　　0035

000022　　 党　　　　　5537

000023　　 島　　　　　0039
000024’ @　等　　　　 0◎3B
OOOO25　　愛　　　　0201

　　　　一直　下　二一

　　　　　　　　　　　lgl

JIS表示3一ド



表9　議　・一ド変換翔テーブル

文字　　∫IS　　盤　内　　盤　　外

丁
七
万
丈
三
上
下
不
買
丙
丑
且
蒸
世
丘
丙
丞
両
並
介
中
出
串
・
丸
軍
扇
井
り
又
乃
〆
久
之
乍
乎
乏
登
庸
翠
桑
乙
九
乞
也
乱

3
3
5
正
B
7
9
7
7
£
A
9
8
A
£
4
8
7
3
6
A
l
A
A
A
8
4
1
A
A
A
8
A
D
3
A
A
2
A
A
A
3
4
9
8
8
7

2
2
3
2
1
2
1
0
2
0
0
2
2
0
0
0
2
0
2
2
G
3
0
0
0
0
2
1
0
0
0
3
0
1
3
0
0
3
0
0
0
0
0
3
1
2
3

9
8
9
5
8
9
8
4
2
6
A
D
E
A
2
9
3
9
8
3
A
8
A
A
A
7
7
6
A
A
A
C
A
7
沿
A
A
4
A
A
A
9
4
9
2
6
7

1
2
宝
i
1
1
1
0
1
3
0
0
0
0
0
2
3
3
1
1
0
0
0
0
0
0
2
1
0
0
0
3
0
0
0
0
0
3
0
◎
0
1
2
1
3
3
3

C
A
7
C
6
0
5
C
4
F
2
F
E
ぴ
4
0
A
7
E
、
2
4
6
5
A
6
D
O
7
7
8
9
5
A
7
7
3
3
3
B
g
A
9
5
5
0
9
0

6
7
3
7
6
3
6
3
5
3
2
2
6
2
2
5
3
6
3
4
2
6
2
7
2
5
3
6
2
2
2
S
3
5
3
6
4
3
2
4
2
6
3
6
7
6
7

◎
3
C
B
E
B
£
2
9
D
O
1
3
0
0
5
A
E
E
A
O
3
0
6
0
4
3
C
O
O
O
7
1
5
7
6
8
B
O
9
0
ε
2
6
8
C
D

3
4
3
4
3
3
3
3
4
4
5
3
3
5
4
3
4
3
4
4
5
4
5
3
5
3
4
3
5
5
5
4
2
3
4
4
3
4
5
S
5
3
3
3
3
4
4

0001／0001　（合計計）
GOO1／0003　 （〈》計形）
0001／000E　（dy計頭）
0001／0017　（余計建）
0001／0019　（⑱計見）
0001／0◎1B　（③計件）
0001／001◎　（命計県）
0◎01／OG21　（③計葎…）
0001／0031　（《齢計当）
0001／◎◎33　（◇計投＞
0001／003？　（癌計党）

0001／0039　 （愚計島）

GOO1／0209　 （壷計以）
00◎1／020E　《③計世）
0001／02三1　（嫁・護÷｛立）

0001／0215　（や報国）
0001／0219　（φ頸引）
0001／0225　 （命西新）
OGO1／0237　

（噛・計7｝（）

0001／030！ヨ　（命計石）

0003／0337　＠形政）
0003／0401　　（㊥レ形奥）

0003／0409　　（Q形イヒ）

0003／0413　（令形加）
0005／0431　　（傘型説）

0005／0437　 （禽獣先）
0005／0505　（Q型歌）
0005／0507　 （φ罫引）
0005／0509　（亜型回）
0007／000E　　（φ馨呈頭＞

0007／0019　　（命経見）
GOO7／0011）　　（φ経県）

0007／0025　 （舎綾i都S）
0007／0029　　（命経度）
0007／G201　　（命経愛）
0007／G20E：　（舎経世）
000？／0211　（《｝縁1位＞

0007／02王5　（③経商）
0007／021D　　（φ経右）
0007／023B　　（鰐釜井）
0007／0301　　（◇経i費）
0007／0309　　（φ経影）

0009／031D　 （壷芸横）
0009／0331　　（く》望事声）

GOO9／0337　 （命芸政）
0009／0339　　（〈§〉芸勢）

0009／0423　（③芸切）
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図8　日本電気の灘S対応（文tW13より引用）
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